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[1 ] 緊急報告! 地球惑星科学関連学会2∞3年合同
大会日程・会場の変更のお知らせ

[2]2002 年度地球惑星科学関連学会長懇談会( 拡大
連絡会) 議事録

今号は、 2003 年合同大会の日程・会場の変更について、緊急にお
知らせします。

[1 ] 緊急報告!
地球惑星科学関連学会2 0 0 3年合同大会

日程・会場の変更のお知らせ
1. 変更内容

前回連絡会ニュース (No.25)でお知らせした内容から
以下のように変更になっております。

- 会期 2003年5月26日(月)一29日(木:) 4 日間
・会場: 幕張メッセ国際会議場( 封印
・費用
講演投稿料 (通常) 3，000円押期)1，500円一変更無ー
事前登録参加費( ー蜘 10，000円伴生)7，000円
当日登録参加費( 共通)12，000円 一変更無同
一日参加費 (事前) 5，000円( 当日) 6，000円

2. 変更の経緯と理由
(1) オリンヒ。ックセンター会場予約状況
口頭発表講演会場
2003年大会用に確保できたのは、例年の6 0 %であった。これは、
安価で会場数が豊富なオリンヒ。ックセンターが世間一般に認知され、
利用者増加の傾向にあるためと思われる。今年も、当初予定の2003
年大会開催初日 (5/18)の10ヶ月前に遅れることなく早々に予約手
続きに赴いたが、既に、多くの部屋は12ヶ月前から優先して予約可
能な青少年団体の使用で埋まっていた。第5日目の 5/23 に至って
は、フルで使用できる口頭会場が lつのみであったため、やむなく5
日間から4日間へ開催期間を短縮するほかない状況であった。開催

日程をずらしても状況に変わりなく、また2004年以降も状況が好転
することは期特できない。
・ポスター発表会場・展示会場
独立法人化後のセンターは利用システムが確立された反面、融通
が利かなくなった。例年ポスターセッションを行っている国際交祈調
の廊下、レセプションホーノレ、リハーサル室については、本来の使
用目的外という理由で、 2004年以降はポスター・展示での使用は認
められなし、ことになった。

(2) 他会場検索へ
以上のオリンヒ。ックセンターの予約状況、及び今後の見通しを鑑

みて、 2003年大会については、プログ‘ラム局において、この少ない
講演会場で合同大会を行う手立て( ポスター発表1日2 交代制等) を
検討することとした。一方、 2004年以降のために早急に別の会場を
検討する必要があると判断した。 検索条件として、
①講演会場(200人部屋3つ、 100人部屋5つ、 50人部屋2
つ)10会場とポスター会場、できれば展示会場の硝呆できる
こと。

②会場費が拠、こと。
③縦紺句に安定して確保できること。
@ 十分な宿泊施設が確保できること。

を主とした。

(3) 幕議メッセ国際会議場に決定へ
検索の結果、東京の「一ツ橋ホーノレと学士会館jの 2 会場セット案
と千葉の「幕張メッセJ案が残り、 8/13に開かれた運営楊続年コアメンバ
ー会議で検討を行った。他の会場に比べて、十分な講演会場がとれ
ること、ポスターセッション・展示に広い場所が確保できること、及び2
004年以降についても早い時期に確保できること等、幕張メッセ国際
会議場で開催することのメリットが大きかった。幕張メッセ会場で問題
となる点は、会場費及ひ、設備使用料が高くなることであったが、会場
側! との交渉の結果、開催が実現できる予算内で落ち着いた。一方、
各大講演会場には幕張メッセ側の係員が常時配置されることにより、
大会運営に関わる費用のある程度の荷1]臓が期待される。又、実際に
総務局による会場視察の結果からも鼎ゐtッセ案が適当と判断され
た。
会場検索は、 2004年以降の会場確保が目的であったが、 2003
年大会の会場についても、このままオリンヒ。ツクセンターで開催し、
少ない会場をやり繰りするために時間・労力を使うことより、幕張メッ
セへ会場変更し、菊桧場立ち上げのために尽力し、盤石な形で次へ
繋げたいとし、う意見で一致した。
以上のことから、 2003年大会より会場を変更し、幕張メッセで、合
同大会を開催することを、運営機構として決定し、 8/26 連絡会会長・
幹事会報告樹サの後、 9/20連絡会の承認を経て、正式に会場・日程
を変更する運びとなった。
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3. 幕張メッセで開催する利点
(1) 安定した会場確保が実現。
・予約に制限がなく、何年先でも予約可能。
2004年は5月連併可愛、 2005年は連休前に仮予約済。

(2) ポスター会場の改善
・コンベンションホールの1 /2(695 rrf ) をポスターセッション会場
に充てる予定で、講演会場が少ない分をポスターで吸収カバー
できる広さが十分確保できる。分散していたポスターセッション
会場を、同建物内の l ヶ所に集約できる。明るさも改善される。

(3) 団体展示ブースの改善
• 2Fの中央ロヒ」及びホワイエに伊j年と同等数確保する予定で
ある。各講演会場・ポスター会場開への人の耐もの動線上に位
置するので、多くの参加者に閲覧してもらえると期待している。

(4) 参加者へのサービス向上
- 国際会議場の全館を合同大会で占用できるため、制限なく、必
要な場所へ会場案内やポスター看板等掲示ができる。
- 宿泊施設、飲食施設が周辺に多数あり、参加者の多様なニー
ズに対応可能である。高価なイメージだが、幕張メッセ利用者特
Bリ害IJ引があり、宿泊施設は寸主向け￥6，000、学生向け￥3，50
0程度で提供できる予定である。
- 保育室は、会場に隣接しており、千葉市認、定施設が利用可能
であるほE料英会話教室付き)。

(5) 千葉県ぬミらの開催支援
千葉県では県内で開催する会議を支援しており、資金( 審査制) ・
サービ、ス面のバックアップが見込まれる。
- 大会期間中のボランティア手配( 会場内・周辺施設案内など、)0
. デ、イズニーランド・シ一割引券発行。
- 千葉県物産お土産コーナー設邑
- 駅前「幕張プレナビションJ表示・広報誌縄乱 etc. 
(4) 運営機構負担軽減
オリンヒ。ックセンターでの開催時は、事前にポスターボード、展
示ブース、講演会場への A V機器等設置・借り出し・撤去の手配を
全て総務局で行わなければならず、大会期間中も、 A V槻齢不
具合鞍コ対応に追われた。また、宿泊( 特にユースタイプ) 管理は
煩雑で、多くのアルバイト投入が必要だった。更に、センターは公

場所

施設名

最輔R

< 最終検討対象会場一覧と検討結果>

東京国際
フォーラム
JR東京駅 ;  JR信濃町駅
徒歩5分 ;  徒歩7分
x  8  

東西線・竹橋駅
徒歩5分

口頭 (1∞人以上2の; ム 8 ム 6 ム 5

ポスタ
会場数ー

み)。 ム × x  

展示 。 ム x  × 
宿泊施捌用3ヶ月前予約 ならいつでも交渉可 『

6ヶ月前 1年前
ロl

会場費 2.180 1.2:ω 
(千円/1日) 699 770 

近辺にホテル= ツインと和室近辺にホテル; 近辺にホテル
多数有り :  のみ 多数有り 多数有り宿泊施設

交通達使 ;  !  徒歩圏内である2会場での抱1∞人以上の講寅講演会場が足
い き合わせ使用を検討。それで備考 会場が少ない。 j りないので、もポスター会場が無いので付帯設備も含め世くに第2会場2  t  他階の宴会場転用の交渉般的にコストカ効必要 か、他施設検索が必要。

共施設のため、規則制限が多く、参加者の要望とセンターのとの 4. 運営機構からのお願い
問での調整に多大な労力を要した。しかし、朝叡ッセは、民間企 (1) 費用設定についてご理解を
業であるので、会場費コストは高くなるが、大会前の各手配等の多 今回の参加費は、事務局、情報局の経費を更に節減、 JCOM社へ
くをーイ壬することができる。こちらのニーズ、に柔軟かっ好意的で、 委託してしも業務の削輸などの経営努力行った上で、合同大会を発
同じ立場でスムースな大会運営への協力を得ることができるため、 願締させる為に必要な費用を参加者の方々 にご負担し、ただくとし、
精神的・労力的に運営機構の負担が軽被できると思われる。 う趣旨に則って算出しております。

ーコマ数・発表論文数比較口頭発表会場( 定員別) ー
|  2002年大会実績(セン告ー) I  2003年大会見込(メッセ)
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定員 会場数 コマ数 定員 会場数 コマ数
3∞ 19 4∞ 16 
250 10 3∞ 16 
2∞ 2  30 2∞ 2  32 

1;: :， iω3 |長 4' よき総務返:芯11)0 、4百メ1 正 {iと え '16
120 3  42 1昇。: 2  、、主交号、:32
iio' ♂ i銭 、57ニ 130 16 

ムω，
J之三 ，2: 110 16 

40 彰2 70 3  線約
合計 17 220 12 192 
論文数( 輯お 1167 論文数(見込・1コマ 6) 1152 
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参加者の負担を考え、参加費は極力増加させない方針であり、し
かも、値上げによって、参加者数の減ってしまえば、黒字財政の維ー

持は困難です。そのような事態を避けるためにも、必要かっ最小限
の増額で設定しております。是非皆鳴のご理揮をお願い致します。
尚、総会等に使用される部屋の使用料こ関しては、会駅コ使用料
の実費相当分を申し受けたいと思います。合わせて各学会のこ湾問事
が得られれば幸いです。

(2) 大会継続初ために学会員への参加呼びかけを
1 9 9 1年以来毎年開催されております本大会はこの2 0 0 3年大会

で1 3回目を数えます。年々論文投稿数・参加者数も増え、各学会員
の皆帯のご協力、ご理解のお陰で、研究発表の場、情報交換の場と
して発展してまいりました。改めて御礼申し上げます。
「地球惑星科学Jとしづ研究分野が、高度に専F引ヒされた諸研究分

野の成果の上に成り立つ総合科学として、更なる発展を図るために、
主催者一問、会場を変更し，じ機一転、より内容の充実した確固たる
大会へ発展させてし、きたし、と考えております。
各学会におかれましては、より一層の各学会員の方々への合同大
会参加への呼びかけの徹底を何卒宜しくお願い致します。更に、合
同大会は広く門戸を開いております。関連する組織・研究プロジェク
ト・研究強関の積侮的なご参力日もお待ちしております。

2 0 0 3年合同大会ホームページ・ http://epsu.jp/炉1002003/

[2]2002 年度地球惑星科学関連学会長懇談会( 拡大
連絡会) 議事録

日時 5月 30 日(木) 17・00-18:00
場所: 国立オリンヒ。ック記念青少年総合センター， C403室
出席者:
阿部豊( 東大: 日本惑星科学会，運営機構)
青木元( 気象研: 日本地震学会，連絡会ニュースレター担当幹事)
間報( 地獄電磁気・地獄感星圏学会)
有馬具体臨調伏. 日本岩石鉱物鉱床学会)
家森俊彦( 京大: 地球電磁気・地球惑星圏学会)
伊藤谷生( 千葉大: 地質学会)
今井亮( 東大: 資冊傾学会，連絡会服務担当幹事)
岩上直幹( 東大: 運営機構)
浦辺僻目慌大: 資源地質学会，連絡会会長)

倉本圭( 北大: 日本惑星科学会)
鷺谷威( 国土地調涜: 日本地震学会)
里村幹夫( 静岡大・日本測地学会)
篠原雅尚( 東大: 日本地震学会，連絡会席務担当幹事)
清水洋( 広島大: 日本地求化学会)
志茂久男( 国土地調! 完: 日本訓地学会)
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杉田倫明( 筑波大: 日本水文科学会)
田近英一( 東大: 日本惑星科学会)
谷上美穂子( 運営機構)
綱川秀夫( 東工大. 脚求電磁気・地球惑星圏学会)
中村正人( 宇宙研運営機構)
1兵里子洋三(東大:運営機構)
原辰彦( 建築研: 運営機構)
中国節也( 東大: 日本火山学会)
野津憲治( 東大: 日本地球化学会)
藤井良一( 名大・晦求電磁気・地球惑星圏学会)
丸井敬尚( 産技総研: 日本地下水学会)
水谷仁( 宇宙研日本惑星科学会)
宮本英昭( 東大: 日本応用地質学会)
山野誠( 東大. 日本地震学会)
扶本尚義( 東工大日本鉱物学会)
和田秀樹( 静岡大・日本地獄化学会)

以上3 2名

百聞資料
1 . 議事次第
2. 第2 4園都求惑星科学関連学省主絡会議事録( 案)
3. 地獄惑星科学関連学会 2002年合同大会
4. r第 13回ゴールドシュミット国際会議j倉敷開催

議事
1 .前回議事録確認、( i甫辺連絡会会長)
第2 4会連絡会 (2001年9月14 日開催) 議事録について， (案)の通
り承認4された.

2 . 4月の事前連絡会の中止について( i 甫辺連絡会会長)
浦辺連絡会会長より，以下のような事情説明および提案があり，提
案の通り承認された.
4月の連絡会は今年度に限り中止ではなく， 2003 年以降も行なわ
ず，毎年合同大会開催時と9月の年2回開くことが確認4された.
「標記会合については例年 4 月頃開催し、 L O C倶はり合同大会の進
捗状況報告を受けてし、ました。しかし、今後は 4 月の事前会合を中
止し、合同大会期間中に開催される連絡会に吸収したく存じます。も
しご異議がある場合はお知らせ下部、。
これまで- 合同大会の前に会を実施してきた主な理由は、連絡会の
管理する会計を年毎に交代する L O C に預ける必要があったからで、
す。しかし、昨年度より合同大会が「地味惑星科学合同大会運営機
構J f こよって継続的に組織・運営されるようになり、かつそれを受け、
昨年 9 月の連絡会で連絡会会部室営方出乃改善が議決され、連絡
会の会計を運営梯備に任せることになりました。つまり 4 月に会を開
いて会計を預ける必要が消滅したわけです。

進捗状況については大幅に充実したホームページで逐次公開さ
れており、これについてもわざわざ集まって報告を受ける必然性は
無いといえます。( 以上)J

3. 2∞2年合同大会報告
3 -1 . 概要( 運営樹普代表: 悌子)
2002 年合同大会実権状況について，資料に基づいて説明があっ
た.
共催・協賛学会は1 9学会，後援団体は2 0団体，事前登録者数は
2271 名，当日登録者数は 5/30 院長で 496名，投稿論文数は 2016
件など，大変に盛況であり， 25∞部印刷したフ。ログ‘ラムが不足し，当
日受録者の一部に配付できない事態も発生したことが報告された.
団体展示は18団体2 0フーースの利用があった. また，初日に行なわ
れた青少年セミナーにも 2∞名以上の参加があり盛会であった.
報告に対し連絡会会長から謝辞が述べられた. 事前登録者数，投稿
論文数，参加者数など，順調に伸びており，問題点の多くが解消さ
れている. しかし依然以下のような問題点があることが指摘された
のは運営機構からの回答)
- 団体展示について，会の直前に請求があり，支払い期限がきわめ
て短く，国立大学では対応が困難「請求方法，支払時期など、につ
いては相談あれば柔軟に対応するJ
・プログラム編成作業が極めてタイトスケジュールであり，改善を求
めたい「締め切りを遅らすことで一般講演申込者に便宜を計った
結果であるが，次年度改善できる点は改善するJ

• P C プロジェクターの使用が多くなったが， O H P の一部には解像
度の惑い場合があった「指摘を受け，会期途中か嚇種をA A替
えた. 会場でも毎年改善を進めているJ
・アノレバイト学生の一部に十分な質でなし、場合があった「会期初日
の教育で対処しているJ
・プログ、ラムの印席lト製本方1去lこっして新聞方式》らキャベツ方式
に変えるよう提案があった「今後検討する」
- 合同大会中に学会の総会などを設定する都合上，セッション日程
を早く( 前年の秋に) 確定して欲しい「以前は講演募楽前にセッショ
ン日程を決めていたが，実際の投稿数とのアンバランスの調整，
不公平を無くすために，講演申込後にセッション日程を調整するこ
とになったが，レギュラーセッションについては，各学会の総会等
の日程にも面白書、したスケジューノレを検討するJ
・合同大会中に学会の総会などに参加する場合でも参加登鍋湘2
高額すぎる「そのような事態にも臨ん今年度的一日券の制度
も設けた. それ以上のことは各学会で対応して欲ししリ
- 学会受け付けの場所が不便であり，利用しにくし、ので，セッション
会場またはポスター会場などから行きやすしまうにしてほしし、「次
年度以降検討するJ

3-2. 財務( 運営機構: 中村j
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5/30a寺点での収交状況が説明された. 現時点の推移では 140万円
程度の黒字となり，連絡会の基金からの繰り入れの岨己はないことが
報告された.

3-3. 総務( 運営機構: 岩上)
合同大会会場内で急病人があり，組織委員会を通さずに病院へ搬
送されたことに対し，会場で、あるオリンヒ。ック記念青少年総合センタ
ーより，運営機構に事故等に対応できる体制を整えるように申し入れ
があったことが報告された. 次年度からは各学会から対応できるよう
に人をだして体制を整えるよう提案され了承された.

4: 2003年合同大会について( 運営機構代表: 浜野)
2003年は 6月 30 日一7月 11 日の日程で IUGGが柏慢で開催さ
れるので，合同大会の日程については，第1案として， 5月18日一23
日，第2案として， 5月25 日一30 日を考えており，初日( 日曜日) には
青少年セミナーを開催する. 会場こついては， 2001 年大会と同様に
独立行政1去入国立オリンピック記念青少年総合センターを考えてい
るが，予約受付が 10 ヶ月前からであり， 8 月にならなし、と確定しない
ことが報告された.

[ 編集注] 2003 年合同大会の日程・会場は，本号ニュースの
[lJで報告されたように変更・確定された.

2003年度のプログ‘ラム委員長は蹴諺氏，情報委員長は竹内希氏
が引き受けて下さり，運営機構の体制については，現体制発射初
年目の 2003年までは引き受けていただけることが報告された.

7. 次回連絡会会合の日程
9月ごろに行なう予定

8. その他
8 -1. 2002 年合同大会について，下記のような意見が出され，浦辺
連絡会会長から運営機構に伝達されることになった.
・ポスター会場がカルチャー棟となって不便となった. 展示とはillJ
の建物となり，展示ブースでの売上が昨年に比べ激減した例もあ
る.
・ポスターのパネノレのサイズがアナウンス通り確保できてし、ない.
- 午前のセッションが延びたために，午後のセッション開安部寺聞に
アノレバイトが揃わない.
- 他のセッションとの兼ね合いで，事前の人数予測が大きくずれて
部屋に収容しきれないセッションがあった「レギュラーセッションlこ
ついては，コンビーナーにアンケートを行ない，次年度のコンビ
ーナーに適正な部屋のサイズなど引き説法ぐようにする. また，今年
度もアノレバイトが参加状況について調査を行なっている. J  
8-2.2003 年度の合同大会への各学会の共催・協賛の意思表示に
ついては，次回連絡会までの聞に，運営機構から各学会に対して問
い合わせを行なってもらうことが確認去された.

9. 各学会の 2∞2年度行事予定について情報交換を行った.

[ 今後の行事予定]
地調帯星科学関連学会2003年合同大会

5. ゴ、ーノレドシュミット国際会議について(日掛血球化学会-里子津: )
2003 年9月7日一12日に倉敷で開催が予定されている第 13 回ゴ IUGG2003年総会

第13回ゴ、ールドシュミット国際会議
6. 次期連絡会幹事め選出
浦辺連絡会会長から，日本地球化学会より，清水洋氏が次期会長
に推薦され承認4された. また，連絡会幹事会については以下のよう
に推薦されそれぞれ承認ーされた.
会長: 清水洋( 日本地球化学会)
庶務側担当幹事:
鍵裕之( 日本地球化学会) ・今井亮( 資源地質学会・留{ 卦

会計監事:
宮本棚否( 応用地質学会) ・ilii薄弱E彦( 水文・水資源学会・留侶

ニュースレター担当幹事: 青木元( 日本主臨軒詮2・留任j
今回日本地球化学会より連絡会会長が選出されたことから，これま
で会長を引き受けていない学会は解消された. 来年度の連絡会会
長については日本地震学会から選出の方向で検討することになっ
た.

※各学会の行事予定については、 http://epsu必/如∞/calen也r.ht凶
を御参照ください。
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